

















































































































































































































































































































































































































































































放送年月日 副題 視聴 台本 音 構成 制作者 撮影 編集
1 1957/11/10 新興宗教をみる ● × × なし 吉田直哉，白石克巳，斉藤栄作 吉田淳
2 1957/12/08 生きている史蹟 ● ● × なし 吉田直哉，白石克巳，斉藤栄作
野村都喜男，
吉村淳 北村
3 1957/12/15 三つの年の瀬 × ● × なし 吉田直哉，白石克巳，斉藤栄作 吉村淳
4 1958/01/05 日本人と次郎長 ● ● ● なし 吉田直哉 吉田淳
5 1958/02/02 下水なき文化国家 × ● × なし 吉田直哉，斉藤栄作 足立（？）
6 1958/03/23 南の孤島・与論島 ● ● ● なし 吉田直哉，斉藤栄作 松居
7 1958/05/11 迷信 ● ● ● なし 吉田直哉，白石克巳，立川天山
8 1958/06/01 ガード下の東京 ● × ● なし 吉田直哉，白石克巳
9 1958/07/13 神風登山─谷川岳の記録─ ● × ● なし 吉田直哉
10 1958/08/10 さいはての地「知床」 ● × ● なし 吉田直哉
11 1958/09/21 アンバランス ● × ● なし 吉田直哉 志村
12 1958/11/30 全学連 × × × ─ 吉田直哉 渋谷
13 1959/01/04 職人─昔を守る人々 ● ● ● なし 吉田直哉，瀬川昌昭 渡海
14 1959/02/22 特許権─現代産業を支配するもの × ● × なし 吉田直哉，斉藤栄作 志村
15 1959/03/20 四角い鏡 × × × ─ 吉田直哉 志村
16 1959/04/26 テキ屋 ● ● ● あり 吉田直哉 岩井禧周
17 1959/05/31 ある玉砕部隊の名簿 ● ● ● あり 吉田直哉 志村
18 1959/06/28 古城落成─昭和築城時代 ● ● × あり 吉田直哉 岩井禧周
19 1959/08/09 隠れキリシタン ● ● ● あり 吉田直哉 志村
20 1959/09/27 競輪立国 ● ● × あり 吉田直哉 益子広司
21 1959/10/04 泥海の町─名古屋市南部の惨状 ● × ● あり 吉田直哉
22 1959/11/15 板ばさみ ● × ● あり 吉田直哉
23 1960/01/10 土地飢饉 ● ● ● あり 吉田直哉 岩井禧周
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